
発達障害者雇用開発助成金
～発達障害者の雇用促進モデル事業～

発達障害のある人は、社会性やコミュニケーション能力に困難を抱えて

いる場合が多く、就職・職場定着には困難が伴うが、事業主においては、

発達障害者の雇用経験が少ないことや、発達障害者について職務遂行

上障害となる症状等が明確になっていないことなどから、適切な雇用管理

を行うことが困難な状況にある。
このため、地域障害者職業センターの支援を受けた発達障害者を新た

に雇用し、雇用管理に関する事項を把握・報告する事業主に対する助成

を試行的に行い、発達障害者の雇用を促進し職業生活上の課題を把握

する。

１ 趣旨

（１） 対象事業主
地域障害者職業センターにおいて職業評価を受けた発達障害者を、

継続して雇用する労働者として新たに雇い入れた事業主

（２） 支給金額
50万円（中小企業の場合 135万円）※

（３） 雇用管理に関する事項の把握・報告
事業主は、対象労働者に関する勤務状況、配慮した事項その他雇用

管理に関する事項を把握・報告

２ 内容

※ 特定求職者雇用開発助成金と同様、雇入れ後
６ケ月経過ごとに２回（中小企業の場合は３回）に
分けて支給する。
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